
令
和
七
年
二
月
の
行
事
予
定

例
会
講
演

演
題

七
転
び
八
起
の
人
生

そ
の
時
を
㋾懸
命
に

生
き
て
こ
そ

講
師
（
株
）
三
丹
社
長

久
田

恭
司
氏

歴
史
を
楽
し
む
会

演
題

ポ
ル
ト
ガ
ル
宣
教
師
が

聞
い
た
福
井
弁

講
師

井
上
清
一

ポ
ル
ト
ガ
ル
人
の
ル
イ

ス
・
フ
ロ
イ
ス
が
柴
田
勝

家
に
会
い
に
、
二
度
福
井

を
訪
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
福
井
で
聞
い
た
福
井

の
言
葉
に
つ
い
て
「
京
、

大
阪
よ
り
も
洗
練
さ
れ
た

言
語
が
完
全
な
形
で
保
た

れ
て
い
た
。
」
と
書
き
残

し
て
い
ま
す
。
私
達
福
井

に
住
ん
で
話
を
し
て
い
る

福
井
弁
は
当
時
の
標
準
語

だ
っ
た
と
言
っ
て
い
ま
す
。

当
時
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
達
が

編
纂
し
た
「
日
葡
辞
書
」

に
「
け
な
る
い
」
、
「
も

の
ご
い
」
、
「
ば
ん
げ
」

な
ど
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
機
会
に
福
井
弁
を

見
直
し
て
く
だ
さ
い
。

映
画
観
賞
会

二
月
四
日
（
火
）
の
洋

画
は
、
ゴ
ッ
ホ
の
芸
術
や

人
間
性
に
感
動
の
映
画

「
炎
の
ゴ
ッ
ホ
」
を
上
映

し
ま
す
。
二
月
十
八
日

（
火
）
の
邦
画
は
、
黒
沢

明
監
督
、
「
七
人
の
侍
」

の
前
編
を
上
映
し
ま
す
。

な
お
、
中
国
映
画
は
、
お

休
み
で
す
。

私
の
趣
味

今
月
は
、
楽
し
み
に

し
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組
に

つ
い
て
、
紹
介
し
あ
い
ま

し
ょ
う
。
皆
さ
ん
が
好
ん

で
見
て
い
る
テ
レ
ビ
番
組

は
、
ど
こ
が
魅
力
的
な
の

か
を
紹
介
し
た
り
、
録
画

し
て
又
見
た
い
番
組
な
ど
、

楽
し
さ
を
、
大
い
に
紹
介

し
あ
い
ま
し
ょ
う

主
宰
者

吉
岡
芳
夫

ネ
ッ
ト
世
界
旅
行

い
よ
い
よ
、
ア
メ
リ
カ

大
陸
へ
出
か
け
ま
す
。
最

初
は
、
都
会
で
あ
り
な
が

ら
自
然
が
美
し
い
街
バ
ン

ク
ー
バ
ー
や
、
広
大
な
ス

ケ
ー
ル
の
ロ
ッ
キ
ー
山
脈
、

数
百
に
も
及
ぶ
湖
が
美
し

い
バ
ン
フ
国
立
公
園
な
ど

を
見
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

案
内

吉
岡
芳
夫

チ
ャ
レ
ン
ジ
パ
ソ
コ
ン

倶
楽
部
の
講
座

二
月
の
開
催
予
定
は
、

下
表
の
と
お
り
で
す
。

講
師

吉
岡
芳
夫
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令
和
六
年
度
の
当
会
の

主
要
行
事
終
了

企
画
委
員
会
が
企
画

し
た
令
和
六
年
度
の
主

要
行
事
で
あ
る

バ
ス

旅
行
、
サ
ー
ク
ル
活
動

発
表
会
、
新
年
会
の
う

ち
、
最
後
の
新
年
会
が

一
月
二
十
四
日
に
成
功

裏
に
終
了
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
四
月
か
ら

始
ま
る
新
年
度
へ
向
け

て
準
備
期
間
に
入
り
ま

す
。
当
新
聞
の
読
者
は

勿
論
の
こ
と
、
会
員
の

皆
様
に
は
、
令
和
七
年

度
も
充
実
し
た
諸
行
事
が
開
催

で
き
る
よ
う
、
運
営
委
員
の
方
々

通
じ
て
、
希
望
の
行
事
を
ご
提

案
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

令
和
六
年
十
二
月

例
会
講
演
の
概
要

演
題

福
井
県
文
化
振
興
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

み
ん
な
で
創
る
文
化
で
繋
が
る

人
と
地
域
が
輝
く
ふ
く
い

講
師

福
井
県
交
流
文
化
部
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
局

文
化
課
文
化
振
興
グ
ル
ー
プ

総
括
主
任

小
西
富
美
子
氏

講
演
で
は
、
福
井
県
の
文
化

芸
術
の
現
状
と
、
そ
れ
を
発
展

さ
せ
る
た
め
の
「
文
化
振
興
プ

ラ
ン
」
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

福
井
県
は
日
本
総
合
研
究
所

に
よ
る
幸
福
度
ラ
ン
キ
ン
グ
で

六
回
連
続
一
位
を
獲
得
し
て
い

ま
す
が
、
文
化
分
野
の
評
価
は

三
十
七
位
と
低
迷
し
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
を
調
査
す
る
と
、
県

民
の
七
割
は
美
術
館
や
映
画
な

ど
の
リ
ア
ル
鑑
賞
を
経
験
し
て

い
る
も
の
の
、
自
ら
文
化
芸
術

活
動
を
行
う
人
は
二
割
程
度
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
こ
と
、
文
化

活
動
に
適
し
た
地
域
が
少
な
い

こ
と
、
文
化
団
体
や
無
形
民
俗

文
化
財
を
守
る
団
体
で
も
、
高

齢
化
や
若
年
層
の
参
加
不
足
、

団
体
数
が
減
少
し
て
い
る
な
ど

の
課
題
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。
一
方
で
、
図
書
館
や

博
物
館
の
数
、
文
化
施
設
の
講

座
数
な
ど
で
は
全
国
上
位
に
位

置
し
て
い
る
こ
と
も
わ
か
り
ま

し
た
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
踏
ま

え
て
、
福
井
県
は
令
和
六
年
四

月
に
初
の
「
文
化
振
興
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
、
文
化
芸
術
の
振
興

を
図
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
そ

の
基
本
理
念
は
「
み
ん
な
で
作

る
文
化
、
文
化
で
つ
な
が
る
人

と
地
域
が
輝
く
ふ
く
い
」
で
、

文
化
芸
術
活
動
の
促
進
を
通
じ

て
県
民
の
暮
ら
し
の
満
足
度
向

上
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
す

も
の
と
し
ま
し
た
。

プ
ラ
ン
で
は
三
つ
の
目
標
を

掲
げ
ま
し
た
。
一
つ
目
は
「
そ

れ
ぞ
れ
の
豊
か
さ
に
出
会
い
、

自
分
を
育
む
」
で
、
県
民
の
文

化
活
動
の
支
援
や
、
誰
も
が
文

化
芸
術
に
親
し
め
る
環
境
整
備

を
行
う
も
の
、
二
つ
目
は
「
こ

こ
に
あ
る
輝
き
を
、
こ
れ
か
ら

へ
」
で
、
伝
統
文
化
の
保
存
や
、

文
化
の
担
い
手
の
育
成
を
進
め

る
こ
と
、
三
つ
目
は
「
文
化
で

つ
な
が
る
、
文
化
で
作
り
出
す
」

で
、
文
化
観
光
を
推
進
し
、
文

化
芸
術
を
活
用
し
た
地
域
振
興

を
図
る
こ
と
で
す
。
た
だ
、
プ

ラ
ン
の
推
進
に
は
県
民
や
企
業
、

教
育
機
関
な
ど
の
協
力
が
不
可

欠
で
す
。

具
体
的
な
プ
ラ
ン
と
し
て
は
、

県
民
が
よ
り
気
軽
に
文
化
芸
術

に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
、
美
術
館

や
劇
場
で
の
体
験
型
イ
ベ
ン
ト

や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
す

る
こ
と
や
、
学
校
や
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携
し
、
子
ど

も
や
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
文

化
活
動
の
機
会
を
提
供
す
る
こ

と
、
伝
統
文
化
・
無
形
民
俗
文

化
財
の
保
存
・
継
承
事
業
伝
統

工
芸
や
祭
り
な
ど
の
無
形
文
化

財
の
後
継
者
育
成
を
目
的
と
し

た
研
修
・
支
援
制
度
を
整
備
し

た
り
、
若
い
世
代
に
も
関
心
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
た
文
化
財
の

記
録
・
発
信
を
推
進
す
る
こ
と

を
挙
げ
て
い
ま
す
。

以
上
の
よ
う
な
講
演
で
し
た

が
、
最
後
に
美
術
教
師
の
後
藤

先
生
に
よ
る
対
話
型
ア
ー
ト
の

鑑
賞
法
と
し
て
、
郷
土
の
画
家

三
上
誠
氏
の
絵
画
の
鑑
賞
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
講
演
に

対
す
る
質
疑
応
答
も
沢
山
あ
り

ま
し
た
。（

文
責

吉
岡

芳
夫
）

第
十
回
い
き
い
き
新
年
会
の
報
告

企
画
責
任
者

寺
岡

弘
文

好
天
に
恵
ま
れ
た
一
月
二
十

四
日
（
金
）
、
第
十
回
い
き
い

き
新
年
会
が
ウ
エ
ル
ア
オ
ッ
サ

三
階
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
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講 演 中 の 小 西 氏



た
。
十
時
前
か
ら
準
備
に
入
り
、

十
一
時
に
開
場
し
て
受
付
開
始
、

十
一
時
半
の
開
会
宣
言
後
、
全

員
で
「
一
月
一
日
の
歌
」
を
合

唱
し
ま
し
た
（
合
唱
サ
ー
ク
ル

の
和
田
真
美
先
生
ピ
ア
ノ
伴
奏
）
。

司
会
は
村
瀬
康
夫
、
澤
村
玲
子

両
氏
で
、
小
林
久
子
会
長
の
開

会
挨
拶
後
、
新
年
祝
賀
の
演
奏

（
尺
八
・
道
場
富
岳
氏
）
と
熱

演
の
吟
舞
（
小
坂
武
士
氏
）
、

目
出
度
い
民
謡
（
増
永
雅
子
氏
、

尺
八
伴
奏
）
と
続
き
ま
し
た
。

十
一
時
五
十
分
、
大
野
勉

企
画
委
員
会
委
員
長
の
乾
杯
の

音
頭
で
待
望
の
宴
会
が
ス
タ
ー

ト
、
五
十
分
間
の
和
気
藹
々
の

飲
食
と
懇
談
の
後
に
、
宴
会
の

出
し
物
（
前
半
）
が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
合
唱
サ
ー

ク
ル
が
、
新
年
に
相
応
し
い
三

曲
（
富
士
の
山
、
雪
山
賛
歌
、

ど
こ
か
で
春
が
）
を
合
唱
（
和

田
先
生
伴
奏
）
、
次
に
「
大
海

(

ダ
ー
ハ
イ)

」
の
独
唱
（
小
坂

氏
）
、
「
二
人
は
若
い
」
の
デ
ュ

エ
ッ
ト
（
寺
岡
、
小
林
氏
）
と

続
き
ま
し
た
。
芸
能
ク
ラ
ブ
は
、

優
美
な
吟
舞
（
鈴
木
文
子
氏
）
、

「
生
き
る
」
（
谷
川
俊
太
郎
作

詩
）
の
朗
読
（
山
口
悦
子
氏
）

と
、
コ
ミ
カ
ル
な
「
証
城
寺
の

狸
ば
や
し
」
を
演
じ
、
拍
手
喝

采
を
受
け
ま
し
た
。
カ
ラ
オ
ケ

の
前
半
は
、
「
お
は
ん
」
（
田

中
勝
美
氏
）
、
「
陽
は
昇
る
」

(

新
田
ヨ
シ
ヱ
氏)

、
「
一
世
一

代
」
（
鈴
木
ふ
じ
子
氏
）
が
そ

れ
ぞ
れ
熱
く
唄
わ
れ
ま
し
た
。

後
半
の
出
し
物
は
「
二
人

(

に
に
ん)

羽
織(

ば
お
り)

」
、

（
田
中
恭
江
氏
と
南
部
歳
子
氏

組
は
バ
ナ
ナ
食
い
に
挑
戦
、
岡

本
英
美
氏
と
羽
川
裕
美
子
氏
組

は
大
福
食
い
に
）
か
ら
始
ま
り
、

大
喝
采
を
浴
び
ま
し
た
。
次
に
、

江
戸
時
代
の
珍
し
い
口
上
ガ
マ

の
油
売
り
（
佐
々
木
晃
一
氏
）

と
、
カ
ラ
オ
ケ
の
後
半
と
し
て
、

「
白
い
海
峡
」
（
島
田
泰
子
氏
）
、

「
九
頭
竜
川
」
（
吉
岡
芳
夫
氏
）

と
「
兄
弟
船
」
（
増
永
一
夫
氏
）

が
熱
唱
さ
れ
、
大
野
氏
に
よ
る

「
寸
芸
と
麦
畑
の
デ
ュ
エ
ッ
ト

（
田
中
恭
江
氏
と
）
」
、
「
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
」
（
井
上
清
一

氏
）
と
続
き
ま
し
た
。
次
に
、

佐
々
木
氏
が
、
五
木
ひ
ろ
し
作

詞
作
曲
の
歌
「
こ
し
の
都
」
を
、

ス
ク
リ
ー
ン
に
写
る
五
木
ひ
ろ

し
と
合
唱
し
ま
し
た
。
出
し
物

の
最
後
は
、
呼
び
か
け
に
応
じ

た
飛
び
入
り
で
の
コ
ー
ラ
ス
で

「
大
阪
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー
」
が
賑

や
か
に
唄
わ
れ
ま
し
た
。
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最
後
は
、
大
抽
選
会
お
よ
び

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
（
担
当
：
冨
士

佑
子
氏
、
池
田
淳
子
氏
、
司
会

の
二
人
）
で
、
三
等
、
二
等
、

一
等
の
順
に
そ
れ
ぞ
れ
二
名
を

抽
選
で
選
出
後
、
正
賞
を
ジ
ャ

ン
ケ
ン
で
決
定
し
ま
し
た
。
一

等
賞
林
ち
え
子
氏
、
二
等
賞

鈴
木
ふ
じ
子
氏
、
三
等
賞
中

西
エ
ミ
子
氏
。
負
け
ら
れ
た
方

に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
準
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
最
後
に
、
「
福
井

い
き
い
き
会
の
歌
」
（
作
詞
・

作
曲

吉
岡
芳
夫
）
を
全
員
で

合
唱
し
て
か
ら
、
吉
岡
副
会
長

の
閉
会
の
辞
で
会
は
締
め
ら
れ

ま
し
た
。

第
十
回
新
年
会
開
催
に
あ
た

り
、
ご
尽
力
い
た
だ
い
た
方
々

を
は
じ
め
、
参
加
さ
れ
た
皆
様

方
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
福
井
い
き
い
き
会
が

二
〇
一
三
年
二
月
二
日
に
発
足

し
て
か
ら
十
二
年
が
経
過
し
ま

し
た
。
そ
の
間
、
新
年
会
が
二

回
コ
ロ
ナ
過
で
開
け
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
今
回
は
記
念
す
べ
き

第
十
回
。
一
年
前
の
能
登
半
島

地
震
、
三
十
年
前
の
阪
神
淡
路

大
震
災
、
さ
ら
に
八
十
年
前
の

夏
に
は
大
日
本
帝
国
滅
亡
。
そ

し
て
、
昭
和
百
年
の
年
で
も
あ

る
今
年
は
巳(

み)

年(

ど
し)

。

へ
び
の
よ
う
に
、
人
類
は
輝
か

し
い
未
来
に
向
か
っ
て
脱
皮
し

て
い
け
る
の
か
ど
う
か
？
こ
の

一
年
が
正
に
正
念
場
に
な
る
か

も
し
れ
な
い
と
思
い
ま
す
。

新
年
に
思
う

増
永

一
夫

い
き
い
き
会
も
十
三
年
目
、

自
分
の
道
を
進
む
勇
気
を
も
ら
っ

た
気
が
し
て
い
ま
す
。
人
と
の

出
会
い
は
か
け
が
え
の
な
い
も

の
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
人
と

の
明
る
く
前
向
き
な
雰
囲
気
や
、

ワ
ク
ワ
ク
感
な
空
気
の
場
か
な
！

暖
か
い
仲
間
、
楽
し
い
場
面
、

や
り
が
い
、
一
緒
に
会
員
の
皆

さ
ん
と
重
ね
て
い
き
た
い
で
す
。

ど
の
サ
ー
ク
ル
も
面
白
く
盛
り

上
が
っ
て
い
る
よ
う
で
す
ね
。

新
し
い
サ
ー
ク
ル
も
増
え
て
い

ま
す
し
ね
。
エ
ー
ル
を
送
り
た

い
で
す
。
家
で
は
ま
ず
運
動
で

す
。
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
と
か
ゆ
っ

く
り
し
た
ラ
ン
ニ
ン
グ
と
か
で

す
。
ど
ち
ら
も
好
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
た
だ
身
体
が
意
味
も

な
く
歩
い
た
り
す
る
だ
け
で
す
。

健
康
の
た
め
に
は
役
立
っ
て
い

ま
す
よ
。
好
き
な
食
べ
物
と
い

え
ば
、
生
ビ
ー
ル
、
刺
身
、
イ

カ
の
丸
焼
き
、
も
ち
類
と
い
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
甘
い
も
の
も

大
好
き
で
す
が
糖
尿
で
医
者
か

ら
制
限
さ
れ
て
い
ま
す
。
身
体

の
強
化
に
も
肉
類
を
多
く
食
べ

る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
い
ろ

ん
な
と
こ
ろ
に
楽
し
く
旅
行
し

た
思
い
出
も
次
々
と
思
い
浮
か

び
ま
す
。
こ
の
歳
に
な
れ
ば
、

何
事
も
マ
イ
ペ
ー
ス
が
肝
心
で

す
ね
。

サ
ー
ク
ル
活
動
の
報
告

易
し
い
科
学
の
話

講
師

吉
岡

芳
夫

一
月
二
十
二
日
（
水
）
に
は
、

「
有
機
Ｅ
Ｌ
テ
レ
ビ
と
液
晶
テ

レ
ビ
、
違
い
は
ど
こ
？
ど
ち

ら
が
い
い
？
」
と
い
う
テ
ー
マ

で
お
話
を
し
ま
し
た
。

液
晶
テ
レ
ビ
は
、
日
本
の
メ
ー

カ
ー
が
、
世
界
ト
ッ
プ
の
技
術

力
と
生
産
量
を
誇
っ
て
い
ま
し

た
が
、
有
機
Ｅ
Ｌ
と
い
う
発
光

素
子
を
使
っ
た
新
し
い
テ
レ
ビ

が
韓
国
で
先
行
開
発
さ
れ
、
液

晶
テ
レ
ビ
の
優
位
性
が
脅
か
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
理
由
は
、

液
晶
テ
レ
ビ
が
バ
ッ
ク
ラ
イ
ト
、

液
晶
、
カ
ラ
ー
フ
ィ
ル
ム
、
と

重
ね
て
映
像
を
出
す
の
に
対
し

て
、
有
機
Ｅ
Ｌ
は
三
原
色
を
発

光
す
る
素
子
を
使
っ
て
映
像
を

だ
す
た
め
、
厚
さ
の
薄
い
テ
レ

ビ
を
実
現
で
き
る
た
め
で
す
。

そ
の
原
理
、
作
り
方
、
特
長

を
易
し
く
お
話
し
ま
し
た
。

川
柳
同
好
会

令
和
七
年
一
月
の
優
秀
句

電
車
待
つ
怠
け
体
に

ス
ト
レ
ッ
チ

吉
田
美
恵
子

気
を
付
け
よ
う
怒
る
な
転
ぶ
な

風
邪
ひ
く
な

吉
岡

芳
夫

雪
の
路
滑
る
曲
が
ら
ん

止
ま
ら
な
い

山
田

良
彦

熊
が
出
た
熊
か
ら
見
れ
ば

人
間
出
た
！

増
永

一
夫

若
見
え
が
殺
し
文
句
の

化
粧
品

新
田
ヨ
シ
エ

寝
床
に
て
ラ
ジ
オ
体
操

聞
い
て
い
る

南
部

歳
子

帰
省
の
子
愛
を
残
し
て

労
も
残
し中

野
ふ
さ
え

見
渡
せ
ば
わ
が
町
内
会
は

老
人
会

高
谷
三
恵
子

退
屈
に
な
る
暇
も
無
し

寝
正
月

澤
村

玲
子

い
き
い
き
会
出
会
っ
た
仲
間
は

わ
が
宝

大
野

勉

有
料
な
ら
呼
ぼ
う
か
迷
う

救
急
車

小
坂

武
士

粗
大
ゴ
ミ
思
い
出
す
度

俺
の
こ
と斎

藤
栄
三
郎

福井いきいき会新聞 第７３号 ２０２５年２月 VS.２（３）

増 永 一 夫 氏


